
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
横浜市は、三井住友ファイナンス&リース株式会社（以下、「SMFL」）と連携協定を締結し、「横

浜市 SDGs 認証制度”Y-SDGs”」と SMFL のリース商品「SDGs リース『みらい 2030🄬🄬』」の連携
等を通じ、SDGs未来都市の実現を目指し共同して取り組むことになりましたので、お知らせします。 
この協定に基づき、SMFL はリース商品「SDGs リース『みらい 2030🄬🄬』」をベースとした「横浜版 SDGs

リース『みらい 2030🄬🄬』（寄付型）」を販売開始し、リース契約の収益の一部が、SMFL の SDGs 重点
課題との親和性が高いものであるとして SMFL が選定した NPO法人「フラットハート」（Y-SDGs認証取
得）に寄付されます。 
また、Y-SDGs 認証の取得を目指す市内事業者は、「横浜版 SDGs リース『みらい 2030🄬🄬』（寄付

型）」を契約した場合、SDGs に取り組む団体への寄附につながるため、Y-SDGs 認証を申請いただく際
に契約した旨をお申し出いただくことで、「企業の社会的責任」の評価項目において、評価対象となります。 
横浜市は「横浜市 SDGs 認証制度”Y-SDGs”」を活用し、金融機関等との連携を通じて、SDGs に

取り組む横浜市内の事業者の皆様の持続可能な成長を後押ししてまいります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●三井住友ファイナンス&リース株式会社について 
三井住友ファイナンス＆リース株式会社は、株式会社三井住友フィナンシャルグループと住友商事株式会社の戦略的

共同事業のもと、メガバンクグループと総合商社が有する広範かつ強固な顧客基盤やネットワークを持つ総合リース会社
の１社です。リース・ファイナンスを中心とする金融サービスの提供に加えて、環境エネルギー、不動産、ヘルスケア、３Ｒな
どの社会ニーズの高い分野において金融にとどまらない新たなサービスも提供しています。 
●「SDGs リース『みらい 2030🄬🄬』」 について 
三井住友ファイナンス＆リース株式会社は株式会社日本総合研究所と共同で、SDGs 達成に貢献できる SDGs リー

ス『みらい 2030🄬🄬』の取扱いを 2019年 12月より開始しています。 
『みらい 2030🄬🄬』には、リース料の一部を SMFL が SDGs 達成に資する公益財団法人または NPO 法人に寄付する

「寄付型」と、再生可能エネルギーや省エネルギ－関連の設備を対象とし、設備導入による効果や SDGs への取組など
の評価書がセットされた「評価型」の 2種類があります。 
【SDGs リース『みらい 2030🄬🄬』に関する詳細はこちら：https://www.smfl.co.jp/service/sdgs_lease/】 
●横浜市 SDGs認証制度”Y-SDGs”について 

SDGs に取り組む事業者の皆様を、取組状況に応じ、横浜市が最上位（Supreme）、上位（Superior）、標
準（Standard）の 3段階で認証する制度です。令和 3年３月までに、148 の事業者の皆様に取得いただきました。 
●NPO法人「フラットハート」について 
特定非営利活動法人フラットハート（横浜市港北区）は、2016 年に設立され、障がい者とその家族の生活支援、

就労支援、リサイクル（衣料品リメイク）、食品ロス削減（おから製品 製造）の活動を行っています。 
  

お問合せ先 
温暖化対策統括本部 SDGs未来都市推進課担当課長  田村 康治 Tel 045-671-2477 
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令 和 ３ 年 ６ 月 1 0 日 
温暖化対策統括本部ＳＤＧｓ未来都市推進課 

 
～SDGs未来都市・横浜の実現を目指して～ 

三井住友ファイナンス&リース株式会社と連携協定を締結します 

横浜市内 
事業者 

日本総合 
研究所 

横浜市 ヨコハマ SDGs 
デザインセンター 

①契約 

「横浜版 SDGs リース『みらい 2030🄬🄬』（寄付型）」スキーム 

②リース料総額 
0.1%を寄附 

Y-SDGs認証 
（令和 2年 11月） 

 

③Y-SDGs認証申請時に、 
団体への寄附として申し出可能 

Y-SDGs 
制度設計等連携 

③寄附前・後の 
SDGs貢献度評価 

 

 


